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貴重な文化遺産を
後世に引き継いでいくために

財団法人　日光杉並木保護財団（栃木県）

緑
溢
れ
る
栃
木
県
日
光
市
の
林
間
に
、

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
年
）、
徳
川
家
の

家
臣
で
あ
っ
た
松
平
正
綱
、
正
信
親
子
に

よ
り
、
二
十
数
年
の
歳
月
を
か
け
て
植
栽

さ
れ
た
杉
並
木
。
日
光
街
道
、
例
幣
使
街

道
、
会
津
西
街
道
か
ら
な
る
全
長
三
七
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
約
一
万
二
千
五
〇
〇
本
が

連
な
り
、
四
〇
〇
年
近
く
た
っ
た
今
で
も

息
づ
い
て
い
ま
す
。
日
本
で
唯
一
、
国
の

特
別
史
跡
と
特
別
天
然
記
念
物
の
二
重
指

定
さ
れ
て
い
る
、
世
界
に
誇
る
貴
重
な
緑

の
文
化
遺
産
。

こ
の
杉
並
木
が
今
、
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の

ほ
か
、
周
辺
の
通
過
交
通
量
の
増
加
、
並

木
周
辺
の
開
発
、
杉
自
身
の
老
齢
化
な
ど

の
原
因
に
よ
り
、
こ
こ
三
五
年
間
で
毎
年

約
一
〇
〇
本
の
杉
が
枯
れ
、
壮
大
で
素
晴

ら
し
い
杉
の
景
観
が
近
い
将
来
に
失
わ
れ

か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、
平
成
八
年
に
、

栃
木
県
が
中
心
と
な
っ
て
財
団
法
人
日
光

杉
並
木
保
護
財
団
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

杉
並
木
保
護
財
団
が
取
り
組
ん
で
い
る
、

並
木
杉
の
樹
勢
回
復
事
業
を
は
じ
め
普
及

啓
発
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
杉
並
木
保
護

杉
並
木
保
護
は

続
け
る
こ
と
が
大
切

Vol.5

並木杉休眠期の冬場に木柵工法などを実施

事
業
に
つ
い
て
、
財
団
事
務
局
次
長
の
瀧

田
隆
志
さ
ん
は
「
普
通
の
森
林
整
備
と
は

違
う
難
し
さ
が
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。

「
一
万
二
千
五
〇
〇
本
の
並
木
杉
一
本
一

本
が
文
化
財
と
し
て
の
保
護
が
必
要
な
こ

と
、
樹
齢
三
八
〇
年
を
超
え
る
も
の
も
含

め
老
木
の
並
木
で
あ
る
こ
と
、
並
木
敷
き

自
体
が
豊
か
な
植
生
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、

市
街
地
内
の
幹
線
道
路
沿
い
に
あ
る
こ
と

な
ど
、
こ
う
し
た
条
件
に
配
慮
し
、
調
整

し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

杉
並
木
街
道
は
、
四
〇
〇
年
近
く
か
け

て
現
在
の
環
境
や
景
観
が
造
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
失
わ
れ
て
か
ら
再
生
す
る
に
は
、

同
じ
年
月
や
そ
れ
以
上
の
労
力
が
か
か
り

ま
す
か
ら
、
今
残
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代

以
来
の
佇
ま
い
や
景
観
を
維
持
し
て
い
く

保
護
活
動
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
」

ま
た
、
杉
並
木
保
護
、
特
に
並
木
杉
の

生
育
環
境
の
整
備
を
早
急
に
進
め
る
た
め

に
、『
杉
並
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
』
と
い
う

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
今
年
で
十
一
年
目
を
迎
え
た
こ
の
制
度

は
、
杉
を
一
本
一
千
万
円
で
購
入
し
て
も

ら
い
、
そ
の
運
用
益
を
活
用
し
て
、
土
壌

改
善
や
木
柵
工
法
、
隣
接
森
林
の
間
伐
な

ど
を
行
う
と
い
う
も
の
。
現
在
は
全
国
か

ら
四
三
一
名
（
五
四
七
本
）
の
個
人
や
法

人
・
団
体
が
賛
同
し
て
い
ま
す
（
平
成

十
九
年
四
月
現
在
）」

こ
れ
ら
の
樹
勢
回
復
事
業
を
行
う
の
と

同
時
に
、
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
並

木
杉
の
保
護
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
毎
年
二
回
、
大
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
七

月
の
〈
日
光
杉
並
木
街
道
ク
リ
ー
ン
作

戦
〉、
も
う
一
つ
は
、
九
月
の
〈
杉
並
木

保
護
用
地
下
草
刈
り
事
業
〉
で
す
。
ク

リ
ー
ン
作
戦
は
、
街
道
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
参
加
者
全
員
で
ご
み
拾
い
を
し
ま
す
。

下
草
刈
り
は
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
参
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上：緑に囲まれた日光市
中：毎年、クリーン作戦には多くの人が参加
下：広大な土地を手分けして下草刈りを実施

を
お
借
り
し
て
、
杉
並
木
の
保
護
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
言
い
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
の
手
を
借
り
る
の
に
は

訳
が
あ
り
ま
す
。
保
護
活
動
で
も
っ
と
も

大
切
な
こ
と
は
、
継
続
。
そ
の
た
め
に
は
、

多
く
の
人
た
ち
の
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

地
道
に
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
い
、
多
く
の

人
た
ち
に
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
杉

並
木
の
現
状
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
な

ど
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
。

こ
れ
ら
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
活
動

が
継
続
さ
れ
、
杉
並
木
や
そ
の
景
観
が
後

世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。
歴
史

あ
る
杉
並
木
と
そ
の
景
観
を
守
る
た
め
に

日
々
活
動
す
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
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data ン
テ
ィ
ア
た
ち
。
彼
ら
の
地
道
な
活
動
に

よ
っ
て
、
杉
並
木
が
後
世
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

加
者
と
と
も
に
保
護
用
地
一
万
二
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
下
草
除
去
を
行
い
ま
す
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
回
県
内
外
か
ら
、

小
学
生
か
ら
八
〇
歳
代
の
お
年
寄
り
ま
で
、

五
〇
〇
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
る
ほ
ど
。

瀧
田
さ
ん
は
「
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」
と
言
い
な
が
ら
も
、「
今
後
も
積
極

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
い
、
皆
様
の
力




